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中
学
受
験
の
面
接
・
作
文
対
策

中
学
受
験
の
面
接
と
作
文
対

策
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

面
接
は
、
一
般
的
に
集
団
形

式
で
行
わ
れ
る
。
受
験
生
５
、

６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
試
験
官
が

１
人
か
数
人
で
面
接
す
る
。
一

つ
の
質
問
を
順
番
に
答
え
た

り
、
受
験
生
一
人
一
人
に
対
し

て
別
の
質
問
を
し
た
り
す
る
場

合
が
あ
る
。
集
団
面
接
で
は
、

他
の
受
験
生
の
話
を
聞
い
て
い

る
態
度
も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。

集
中
し
て
臨
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

面
接
練
習
は
可
能
な
限
り
、

何
度
も
行
っ
て
ほ
し
い
。
保
護

者
や
学
校
の
先
生
に
頼
み
、
練

習
す
る
と
い
い
。

よ
く
聞
か
れ
る
テ
ー
マ
は

「
志
願
理
由
」
「
将
来
の
夢
」

「
中
学
で
や
り
た
い
こ
と
」
。

事
前
に
原
稿
を
作
っ
て
何
度
も

実
際
に
声
に
出
し
、
自
然
に
話

せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
練
習
し

よ
う
。

作
文
は
、
受
験
校
に
よ
り
出

題
形
式
が
異
な
り
、
志
望
校
別

の
対
策
が
必
要
だ
。
仙
台
青
陵

中
の
場
合
は
課
題
文
を
読
み
、

筆
者
の
考
え
て
い
る
こ
と
と
、

自
分
の
体
験
を
交
え
た
考
え
を

３
段
落
構
成
で
４
０
０
〜
５
０

０
字
程
度
で
書
く
。
課
題
文
を

正
確
に
読
み
取
る
力
が
必
要
に

な
る
。

仙
台
二
華
中
は
与
え
ら
れ
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
く
も
の

で
、
今
年
は
「
食
品
ロ
ス
」
だ

っ
た
。
一
つ
の
テ
ー
マ
に
関
し

て
、
自
分
の
経
験
を
基
に
意
見

を
ま
と
め
る
。

出
題
形
式
は
異
な
っ
て
も
、

自
分
自
身
の
体
験
を
ど
う
生
か

す
か
が
重
要
だ
。
受
験
を
予
定

す
る
学
校
の
過
去
問
は
、
最
低

で
も
５
年
分
は
解
い
て
み
よ

う
。作

文
の
時
間
は

分
。
過
去

問
を
解
く
際
は
必
ず
時
間
を
計

り
、
制
限
時
間
内
に
書
き
終
え

る
練
習
を
し
よ
う
。
時
間
が
余

っ
た
ら
字
を
丁
寧
に
書
い
た

り
、
読
み
直
し
て
推

す
い

敲
こ
う

し
た
り

す
る
時
間
に
充
て
る
。

書
い
た
作
文
は
添
削
指
導
し

て
も
ら
お
う
。
一
度
書
い
た
こ

と
が
あ
る
テ
ー
マ
で
も
、
指
導

を
踏
ま
え
書
き
直
す
こ
と
が
大

切
だ
。

（
進
学
プ
ラ
ザ
グ
ル
ー
プ
第
一

事
業
部
・
阿
部
智
則
部
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

テーマ調べ反復練習

答えは 日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
末迄 又又又又又又又 沫

末
末
末

抹

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
∪
∪
∧ ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ ∩

∪
∪

⊃

問 題

①流
なが

れ星
ぼし

の主
おも

な正
しょう

体
たい

は何
なん

でしょうか。

（ ）

②古
ふる

川
かわ

黎
れい

明
めい

高
こう

自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

部
ぶ

の生
せい

徒
と

と顧
こ

問
もん

は、「はやぶさ２」が何
なに

をする様
よう

子
す

を

撮
さつ

影
えい

しようとしていますか。

（ ）

（小学校中学年以上／朝の会）

（ 月２日朝刊）

「はやぶさ２」が小
しょう

惑
わく

星
せい

り

ゅうぐうに着
ちゃく

陸
りく

して岩
がん

石
せき

を採
さい

取
しゅ

したことは、世
せ

界
かい

中
じゅう

で注
ちゅう

目
もく

されたニュースとなりました。

その大
おお

きなプロジェクトに高
こう

校
こう

生
せい

が関
かか

われることはすごいこと

と言
い

えます。間
ま

もなく 月６日。

撮影が成
せい

功
こう

するかどうか、ぜひ

見
み

守
まも

りましょう。

（日
に

本
ほん

新
しん

聞
ぶん

協
きょう

会
かい

ＮＩＥアドバ

イザー・県
けん

図
と

書
しょ

館
かん

主
しゅ

幹
かん

坂
さか

本
もと

謙
けん

）
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自
転
車
の
通
行
方
法
な
ど
を
学
ん
だ

セ
ミ
ナ
ー

ウ
ー
バ
ー
配
達
員

安
全
運
転
を
学
ぶ

仙
台
・
セ
ミ
ナ
ー

仙
台
市
の
一
部
地
域
で
食
事

宅
配
サ
ー
ビ
ス
「
ウ
ー
バ
ー
イ

ー
ツ
」
を
展
開
す
る
ウ
ー
バ
ー

・
ジ
ャ
パ
ン（
東
京
）が

日
、

二
輪
車
を
使
う
配
達
員
向
け
の

交
通
安
全
セ
ミ
ナ
ー
を
青
葉
区

で
開
い
た
。

配
達
員
約

人
が
参
加
し

た
。
県
警
交
通
企
画
課
の
花
田

啓
太
警
部
が
講
師
を
務
め
「
路

側
帯
の
白
線
が
２
本
の
場
合
、

自
転
車
は
左
端
を
走
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
「
自
転
車
の
横
断

帯
が
あ
れ
ば
、
歩
行
者
の
信
号

に
従
う
」
と
交
通
ル
ー
ル
を
解

説
し
た
。

男
女
２
人
が
自
転
車
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
を
体
験
し
、
標
識

や
歩
行
者
の
飛
び
出
し
に
注
意

し
て
、
機
械
を
操
作
し
た
。
同

社
な
ど
は
業
務
中
に
起
き
た
事

故
で
補
償
す
る
範
囲
を
説
明
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
は

月
に
京
都
市

で
始
ま
り
、
今
回
で
全
国
４
カ

所
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

加
美
町
中
新
田
小
（
児
童
４
１
１

人
）
の
５
年
生
が

日
、
町
内
の
公

共
施
設
を
訪
れ
て
障
害
者
が
利
用
し

や
す
い
か
ど
う
か
点
検
し
、
そ
の
内

容
を
ま
と
め
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ

プ
を
作
っ
た
。

町
は
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

海
外
選
手
と
住
民
が
交
流
す
る
「
共

生
社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
に
登
録
さ

れ
、チ
リ
の
カ
ヌ
ー
選
手
ら
が
来
年
、

事
前
合
宿
に
訪
れ
る
予
定
。
共
生
社

会
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

町
が
企
画
し
た
。

５
年
生

人
が
６
人
前
後
の
班
に

分
か
れ
、
１
人
が
車
い
す
に
乗
り
、

町
を
歩
い
た
。
公
民
館
や
体
育
館
、

中
新
田
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
な
ど
を
巡

り
、
施
設
と
周
辺
道
路
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
状
況
を
確
か
め
、
写
真
に

収
め
た
。

児
童
は
点
検
を
終
え
て
学
校
に
戻

り
、
地
図
に
問
題
が
あ
っ
た
地
点
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
場
所
を
、

付
箋
に
書
き
込
ん
で
貼
り
付
け
た

り
、
印
刷
し
た
写
真
を
添
え
た
り
し

た
。
完
成
し
た
地
図
を
掲
げ
、
「
道

路
に
段
差
が
あ
り
動
き
づ
ら
い
」「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い
施
設
は
不
便
」

「
４
㍍
の
歩
道
は
楽
に
移
動
で
き
た
」

な
ど
と
発
表
し
た
。

内
海
柚
香
さ
ん

は
「
街
路
樹

が
あ
る
と
、
歩
道
は
狭
か
っ
た
。
普

段
歩
い
て
い
る
道
が
車
い
す
で
は
不

便
に
感
じ
た
」
と
体
験
を
語
っ
た
。

町の施設バリア点検
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⊃

加
美
・
中
新
田
小
５
年
生

マ
ッ
プ
作
製

車いすで不便さ実感

「
こ
れ
は
進
み
に
く
い
」
。
鉄
製
の
側
溝
の
ふ
た
も
点
検

点
検
結
果
を
地
図
に
し
て
発
表
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名
取
市
の
閖
上
水
産
加
工
業
組
合
の
若

手
グ
ル
ー
プ
「
ｙ
ｕ
ｒ
ｉ
ａ
ｇ
ｅ

ｓ
ｕ

ｎ
ｓ
（
ゆ
り
あ
げ
・
さ
ん
ず
）
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
伴
う
年
末

年
始
の
巣
ご
も
り
需
要
を
取
り
込
も
う

と
、
水
産
加
工
品
の
詰
め
合
わ
せ
を
特
別

販
売
す
る
。
完
全
予
約
制
で
、

月

日

ま
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
。

販
売
す
る
の
は
松
竹
梅
の
３
セ
ッ
ト
。

「
松
」
（
１
万
２
０
０
０
円
）
は
、
セ
リ

鍋
２
、
３
人
前
と
冷
凍
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
脚

１
㌔
な
ど
を
詰
め
合
わ
せ
た
。「
竹
」
（
８

０
０
０
円
）
は
笹
か
ま
ぼ
こ
と
銀
ザ
ケ
切

り
身
、
イ
カ
の
も
ろ
み
し
ょ
う
ゆ
漬
け
な

ど
。
「
梅
」
（
４
０
０
０
円
）
は
ほ
や
塩

辛
や
松
前
漬
け
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

い
ず
れ
も
１
０
０
セ
ッ
ト
の
限
定
販

売
。
市
観
光
物
産
協
会
の
特
設
サ
イ
ト
か

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
。
予
約
者
に
は

月

日
午
前

時
〜
午
後
２
時
、
市
役
所

前
で
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
で
商
品
を
受

け
渡
す
。

連
絡
先
は
市
観
光
物
産
協
会
０
２
２

（
３
８
２
）
６
５
２
６
。

年
越
し

名
取
・
閖
上
の
海
の
幸
で

予約制で詰め合わせ販売
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須
藤
署
長
（
左
）
か
ら
表
彰
状
を
受

け
取
る
事
業
者
の
関
係
者

表
彰
状
を
受
け
取
る
佐
々
木
会
長

（
左
）

札
幌
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
２
泊

町
民
と
交
流
も

心
身

フ
レ
ッ
シ
ュ

南
三
陸
町
観
光
協
会
は
同
町
戸
倉
の
神

割
崎
キ
ャ
ン
プ
場
を
滞
在
先
と
し
て
、
休

暇
を
過
ご
し
な
が
ら
仕
事
を
こ
な
す
「
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実
施
に
向
け
た
実
証

事
業
を
行
っ
た
。

札
幌
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
ク
リ
エ
ー

タ
ー
の
対
木
理
恵
さ
ん

が
モ
ニ
タ
ー

を
務
め
た
。
太
平
洋
を
一
望
で
き
る
神
割

崎
キ
ャ
ン
プ
場
の
ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
に

日

か
ら
２
泊
し
、
普
段
通
り
に
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
動
画
制
作
の
仕
事
を
こ
な

し
た
。
余
暇
は
町
内
で
林
業
や
海
藻
の
ふ

り
か
け
作
り
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

す
る
な
ど
し
て
過
ご
し
た
。

対
木
さ
ん
は
組
織
や
時
間
に
縛
ら
れ

ず
、
働
く
場
所
を
自
由
に
選
び
な
が
ら
仕

事
を
す
る
「
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
」
の
経
験

を
持
つ
。
キ
ャ
ン
プ
場
で
仕
事
を
す
る
の

は
初
め
て
と
い
い
、
「
自
然
の
中
に
身
を

置
く
こ
と
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
。
町

の
人
た
ち
と
の
交
流
も
有
意
義
だ
っ
た
」

と
評
価
し
た
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
を
機
に
、
新
し
い
働
き
方
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
町
観
光
協
会
は
神
割

崎
キ
ャ
ン
プ
場
の
平
日
の
集
客
に
つ
な
げ

る
た
め
、
先
進
地
の
事
例
も
踏
ま
え
て
プ

ラ
ン
づ
く
り
を
進
め
る
。
事
務
局
長
の
及

川
和
人
さ
ん

は
「
キ
ャ
ン
プ
場
と
い

う
単
な
る
場
所
の
提
供
で
は
な
く
、
南
三

陸
の
豊
か
な
食
や
観
光
資
源
も
絡
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

南三陸 観光協会 実証事業

ログキャビンのデッキで仕事をする対木さん
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Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ズ
労
働
組
合
白
石
支
部
は
、
白

石
市
旭
町
の
同
社
白
石
事
業
所

周
辺
で
、
清
掃
奉
仕
活
動
に
取

り
組
ん
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

さ
ま
ざ
ま
な
催
事
が
自
粛
や
中

止
と
な
る
中
、
恒
例
の
芋
煮
会

の
代
わ
り
に
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
初
め
て
企
画
し
た
。

従
業
員
と
家
族
ら
約

人

が
三
つ
の
班
に
分
か
れ
、
東
北

新
幹
線
白
石
蔵
王
駅
周
辺
ま

で
の
約
２
㌔
の
範
囲
で
、
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
の
ご
み
を
拾
い
集
め

た
。同

支
部
の
佐
藤
均
執
行
委
員

長
は
「
従
業
員
や
家
族
が
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
地
域
の
環
境

美
化
に
貢
献
し
た
い
」
と
話
し

た
。清

掃
奉
仕
活
動
は
７
日
に
行

っ
た
。

ご
み
拾
い
の
奉
仕
活
動
に
励
む
参
加

者

ご
み
拾
い
地
域
貢
献
Ｎ
Ｅ
Ｃ
子

社
労
組

白
石
支
部
が
初
企
画
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挑
戦
す
る
心

大
切
に
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富
谷
・

Ｐ
Ｏ
代
表
村
上
さ
ん
講
演

蜂
蜜
カ
フ
ェ
出
店
計

報
告

富
谷
・
黒
川
地
域
の
経
営
者

で
つ
く
る
「
あ
さ
ひ
な
倫
理
法

人
会
」
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
が

日
、
大
和
町
小
野
の
ベ

ル
サ
ン
ピ
ア
み
や
ぎ
泉
で
あ

り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｃ
Ｒ
（
富

谷
市
）
の
村
上
幸
枝
代
表

が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
げ
と

こ
れ
か
ら
の
展
望
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。

村
上
さ
ん
は
、
自
然
の
再
生

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
２

０
１
２
年
に
設
立
し
、
ス
マ
イ

ル
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
リ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
つ
な
が
り
）
の
頭
文
字

か
ら
「
Ｓ
Ｃ
Ｒ
」
と
名
付
け
た

経
緯
を
説
明
。
「
女
性

人
で

『
や
っ
て
み
っ
ぺ
し
』
と
の
思

い
で
挑
戦
を
続
け
、
活
動
の
幅

が
広
が
っ
た
」
と
述
べ
た
。

主
な
活
動
と
し
て
、
森
林
保

全
や
子
ど
も
向
け
の
自
然
体

験
、
間
伐
材
を
活
用
し
た
木
工

教
室
、
富
谷
市
役
所
屋
上
で
の

養
蜂
に
言
及
。
「
自
然
や
人
と

の
関
わ
り
を
通
し
て
心
と
体

の
健
康
を
育
み
た
い
」
と
話
し

た
。同

市
に
来
年
４
月
に
開
館
す

る
観
光
施
設
「
富
谷
宿
観
光
交

流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
、
蜂
蜜

カ
フ
ェ
を
出
店
す
る
こ
と
も
紹

介
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
毎
週
木
曜
朝
に

開
催
。
今
回
は

人
が
参
加
し

た
。

幅広い活動を紹介した村上さんの講演

優
秀
安
全
運
転

４

者

彰

大

河

原

署

大
河
原
署
は

日
、
県
警
と

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
県

事
務
所
に
優
秀
安
全
運
転
事
業

所
の
「
銀
賞
」
と
「
銅
賞
」
に

認
定
さ
れ
た
大
河
原
、
柴
田
、

村
田
３
町
の
運
送
業
４
事
業
者

を
表
彰
し
た
。

銀
賞
は
宗
運
（
柴
田
町
）
と

ヤ
マ
ザ
キ
物
流
仙
台
営
業
所

（
村
田
町
）
、
銅
賞
は
南
東
北

福
山
通
運
大
河
原
営
業
所
（
大

河
原
町
）
と
丸
孝
商
事
（
村
田

町
）。同
署
で
表
彰
式
が
あ
り
、

須
藤
隆
史
署
長
と
沼
田
光
二
セ

ン
タ
ー
県
事
務
所
長
が
、
認
定

さ
れ
た
事
業
所
の
関
係
者
に
表

彰
状
を
手
渡
し
た
。

優
秀
安
全
運
転
事
業
所
の
認

定
は
、
対
象
企
業
の
交
通
違
反

や
軽
傷
事
故
の
件
数
割
合
な
ど

に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
。

県心臓病の子どもを守る

会（仙台市）は 月６日、

子を持つ親を対象にしたオ

ンラインの食育セミナーを

開く。

加工食品ジャーナリスト

の中戸川貢さんが、ビデオ

会議アプリ「 （ズー

ム）」で「現代の食事はミ

ネラル不足―新型栄養失

調」と題して講演。現代の

食事に顕著というカルシ

ウムや鉄などのミネラル

不足について解説し、日常

の食事での工夫を助言す

る。

無料。会員以外も参加で

きる。申し込んだ人にの

み、当日のＵＲＬや

のＩＤなどを伝える。応募

は３日まで受け付けるが、

定員（100人）になり次第

締め切る。

午後１時半開演。参加

希望者は守る会事務局に

電子メールで申し込む。ア

ドレスは
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育
て

要
食
育
に
関
心
を 来月６日 オンラインセミナー 民間主催

【かほくワークシートの模範解答】

①流
なが

れ星
ぼし

の主
おも

な正
しょう

体
たい

は何
なん

でしょうか。

（太
たい

陽
よう

系
けい

付
ふ

近
きん

を回
まわ

る彗
すい

星
せい

が軌
き

道
どう

上
じょう

に散
ち

らす数
すう

㍉程
てい

度
ど

のちり）

②古
ふる

川
かわ

黎
れい

明
めい

高
こう

自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

部
ぶ

の生
せい

徒
と

と顧
こ

問
もん

は、「はやぶさ２」

が何
なに

をする様
よう

子
す

を撮
さつ

影
えい

しようとしていますか。

（小
しょう

惑
わく

星
せい

りゅうぐうの岩
がん

石
せき

試
し

料
りょう

入
い

りカプセルをオーストラ

リアの砂
さ

漠
ばく

に落
お

とす様子）
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日
の答

え
だ
よ

防
犯
活
動

７
団
体

人

彰

若

林

署

若
林
署
管
内
で
、
地
域
の
防

犯
活
動
に
貢
献
し
た
防
犯
団
体

や
功
労
者
を
表
彰
す
る
式
典
が

日
、
同
署
で
あ
っ
た
。

７
団
体
、
個
人

人
に
表
彰

状
を
贈
っ
た
。
県
内
で
唯
一
、

全
国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
賞

に
選
ば
れ
た
六
郷
地
区
防
犯
協

会
の
佐
々
木
好
悦
会
長
は
「
こ

れ
ま
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓

発
活
動
を
継
続
し
て
き
た
成
果

だ
と
思
う
。
今
後
も
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た

い
」
と
話
し
た
。

同
署
に
よ
る
と
、
昨
年
に
比

べ
、
若
林
区
の
刑
法
犯
の
認
知

件
数
は
約
１
０
０
件
減
っ
た
。

後
藤
延
好
署
長
は
「
皆
さ
ん
の

献
身
的
な
防
犯
活
動
に
感
謝
し

た
い
」
と
語
っ
た
。

表
彰
さ
れ
た
団
体
、
個
人
は

次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

【
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
賞
】

六
郷
地
区
防
犯
協
会

【
県
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
・
県

警
本
部
長
連
名
表
彰
】
薬
師
堂
防
犯

協
会
、
第
一
交
通
グ
ル
ー
プ
「
子
ど

も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
、
相
沢
新

聞
店
、
荒
町
地
区
防
犯
協
会
防
犯
指

導
隊
遠
藤
和
孝
、
六
丁
の
目
防
犯
協

会
防
犯
女
性
部
遠
藤
美
代
子
、
同
遠

藤
保
子
、
南
材
地
区
防
犯
協
会
防
犯

女
性
部
庄
司
光
子

【
若
林
区
防
犯
協
会
連
合
会
会
長

・
若
林
署
長
連
名
表
彰
】
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
若
林
河
原
町
店
、
大
和
町

５
丁
目
町
内
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊

中
荒
井
町
内
会

若
林
地
区
防
犯

協
会
遠
藤
幸
雄
、
南
小
泉
防
犯
協
会

志
田
稔
、
同
藤
原
光
孝
、
七
郷
防
犯

・
防
災
協
会
近
藤
太
郎
、
同
堀
江
達

郎
、
六
丁
の
目
防
犯
協
会
小
林
勝
司
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